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解 答
ウ エ ア，ウ イ 四川１ 問１ 問２ 問３ 問４ 問５

キ ○ × × × ア ウ２ 問１ 問２ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 問３ 問４

二酸化炭素の量が増えない。 １３２問５ 問６

１.２ ８.３３ ０.９ ２５ ０.８３３ 問１ 問２ 問３ 問４ 問５

９.０９ イ問６ 問７

ア 師 ４８ ３６ イ エ ウ４ 問１ 問２ 問３ 問４ 問５ 問６唄 欝

解 説
１ 問１ 地震には，地球の表面をおおっているプレート内部のひずみが原因でおこるもの，マグマの動きが原因で

じ しん

おこる火山性のもの，ダム建設などで地中に不自然な力が加わった結果おこるものなどがあります。地球の自転

や公転によって地震がおこることはありません。

問４ Ｐ波は進行方向と平行にしん動する縦波で，地かくの中を秒速５～６㎞で伝わります。Ｓ波は進行方向と
たてなみ

直角にしん動する横波で，秒速３～４㎞で伝わります。

２ 問３ エタノールと水を混ぜてできる水溶液の体積は混ぜる前のエタノールの体積と水の体積の合計より少なく
すいようえき

なります。

問４ エタノールは１ あたりおよそ０.８ｇ，水は１ あたりおよそ１ｇなので，エタノール水溶液は濃度が高安 安
のう ど

いものほど密度が小さくなります。
みつ ど

問６ エタノール４６ｇが完全燃焼したときにできる二酸化炭素は８８ｇ（４６＋９６－５４）なので，６９ｇの

エタノールが完全燃焼してできる二酸化炭素は１３２ｇ（８８× ）になります。

安 安３ 問１ ｈ＝１㎝のとき，こぼれた液体Ｘの体積は１０ （２×５×１），重さは１２ｇなので，液体Ｘの重さは１

あたり１.２ｇ（１２÷１０）です。

問２ 表１で，ｈ＝０のときのばねはかりの 値 から物体Ａの重さは１００ｇとわかり，物体Ａがしずまなくなっ
あたい

たとき，物体Ａの重さ（下向きの力）と浮 力 （上向きの力）が同じ１００ｇでつり合っています。このとき，
ふ りょく

ｈは８.３３㎝（１００÷１.２÷(２×５ ）です。）

問３ ６ の液体Ｘの重さは７.２ｇなので，浮力が７.２ｇのとき，８ の物体Ｂの重さとつり合います。したが安 安

って，物体Ｂの重さは１ あたり０.９ｇ（７.２÷８）です。安

問４ おもりによって液体中にしずめられた部分にはたらく浮力が６０ｇなので，物体Ｂの底面積は２５ （６０或

÷１.２÷２）になります。

問５ 問３・問４の結果から，物体Ｂの体積は２００ （２５×８ ，重さは１８０ｇ（２５×６×１.２）とわか安 ）

ります。物体Ｂが液体Ｘに完全にしずんだとき，ばねはかりの値が１４ｇを示していたことから，物体Ｂにはた

。らいている浮力は１６６ｇ（１８０－１４）で，液体Ｙの重さは１ あたり０.８３ｇ（１６６÷２００）です安

問６ 水１ あたりの重さを１ｇとすると，氷１.１ の重さが１ｇになります。したがって，水面から出ている氷安 安

の体積は０.１ で，これは氷全体の９.０９％（０.１÷１.１×１００）にあたります。安

４ 問４ 実験で，葉にできたでんぷんの量は，植物Ａでは２４（０×６＋６×４ ，植物Ｂでは２４（２×８＋４×）

２）となり，同じことがわかります。一方，図から同じ時間に呼 吸 で消費されるでんぷんの量は，植物Ｂの方
こ きゅう

が植物Ａよりも少ないことがわかります。したがって，植物Ｂは成長に使うことのできるでんぷんの量が植物Ａ

よりも多くなるので，実験後は植物Ｂが植物Ａよりも成長すると考えられます。
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